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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

鶴岡市立農業経営者育成学校

「SEADS（シーズ）」の研修生（第 1期）募集が始まりました
農業振興

　シーズでは、農業経営に必要な知識を習得するた
めの座学や、現場での実践を通して循環型農業を学
ぶ研修、農家へ出向いて働きながら学ぶ農家インタ
ーンなど、充実したカリキュラムの下で鶴岡の農業
について学ぶことができます。２年間の研修期間を
通して、有機農業を中心とした〝稼げる農業″の習

　シーズの校舎、研修生の宿舎として活用するため、
10月から「旧いこいの村庄内」を改修する工事（宿
泊兼研修施設へのリノベーション）が始まります。

　シーズは、鶴岡市、山形大学農学部、東北芸術工科大学、ＪＡ鶴岡、ＪＡ庄内たがわ、ヤマガ
タデザイン㈱による「農業の人材育成・確保に関する協定」に基づき、産学官民が連携し、来年
４月の開校に向けて整備が進められている農業人材育成研修施設です。８月６日に第１期生とな
る研修生の募集を開始しました。

得を目指します。
　また、域外からの研修生だけでなく、地元の若手
農業者も学ぶことができる施設として活用。加えて、
農業者をはじめ、広く市民が集い、鶴岡の農業に触
れることができる農業の拠点施設になるよう取り組
んでいきます。

　研修生が心地よく農業を学び、ゆったり過ごすこ
とができ、市民の研修・交流の場としても活用でき
る施設となるよう整備します。

■問本所農政課☎内線578

有機農業を中心に、経営に必要な全てを、座学と実践を通じて学ぶ場

10月から校舎・宿舎への改修工事がスタート

※ 詳細はシーズ
　HPをご覧くだ
　さい。施設１階ロビーイメージ

　

８
月
９
日
の
甲
子
園
球
場
。
鶴
岡
東
高
校

が
、
春
の
選
抜
に
出
場
し
た
強
豪
・
高
松
商

業
と
激
突
し
た
。

　

甲
子
園
に
到
着
す
る
と
、
既
に
地
元
か
ら

の
大
応
援
団
に
加
え
、
故
郷
を
愛
す
る
関
西

山
形
県
人
会
の
皆
さ
ん
が
、
今
か
今
か
と
プ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
待
っ
て
い
た
。
試
合
開
始
前

に
、「
夢
が
叶
っ
た
」
と
涙
す
る
チ
ア
ダ
ン

ス
部
の
生
徒
さ
ん
を
、
顧
問
の
先
生
が
「
本

番
は
こ
れ
か
ら
だ
よ
」
と
励
ま
し
て
い
る
。

応
援
を
リ
ー
ド
す
る
吹
奏
楽
部
員
の
晴
れ
姿

を
写
真
に
収
め
る
保
護
者
の
皆
さ
ん
。
同
級

生
の
雄
姿
を
応
援
し
た
い
と
参
加
し
た
大
学

受
験
を
控
え
た
特
進
科
の
生
徒
さ
ん
。
一
つ

の
試
合
に
重
な
る
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
。

　

全
国
各
地
か
ら
選
手
が
集
ま
る
鶴
岡
東
高

校
。
野
球
部
員
を
応
援
す
る
保
護
者
の
会
話

に
は
時
々
関
西
弁
が
混
じ
る
。
２
点
先
行
さ

れ
て
迎
え
た
５
回
表
、
逆
転
の
ヒ
ッ
ト
を
放

っ
た
の
は
地
元
・
鶴
岡
一
中
出
身
の
丸
山
蓮

選
手
だ
っ
た
。
全
て
の
選
手
の
活
躍
を
期
待

し
つ
つ
、
丸
山
選
手
の
打
席
で
は
、
他
の
選

手
以
上
に
一
球
、
一
球
に
、「
打
っ
て
く
れ
」

と
祈
る
自
分
が
い
る
。
表
敬
訪
問
し
て
く
れ

た
際
の
寡
黙
な
彼
と
は
違
っ
た
、
力
強
い
姿

が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

　

鶴
岡
一
中
で
の
３
年
生
の
夏
、
私
の
役
割

は
３
塁
コ
ー
チ
ャ
ー
だ
っ
た
。
野
球
は
９
人

だ
け
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
い
。
ベ
ン
チ
の
選 （20）
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荘内病院職員募集【令和２年４月１日採用予定】

職員募集

■募集職種・受験資格
▷ 病院事務総合職（社会人経験者）…昭和55年４
月２日以降に生まれ、診療情報管理士の資格を有
し、病院等医療機関において医療事務（診療情報
管理業務、診療報酬請求業務等）の経験が５年以
上ある方

▷ 薬剤師（大卒程度）…昭和60年４月２日以降に
生まれ、薬剤師免許を取得している方及び令和２
年４月までに取得見込みの方

▷ 言語聴覚士（短大卒程度）…昭和60年４月２日
以降に生まれ、言語聴覚士免許を取得している方
及び令和２年４月までに取得見込みの方

▷ 診療放射線技師（短大卒程度）…昭和60年４月
２日以降に生まれ、診療放射線技師免許を取得し
ている方及び令和２年４月までに取得見込みの方

▷ 看護師［助産師］（短大卒程度）…昭和50年４月
２日以降に生まれ、看護師免許を取得している方
及び令和２年４月までに取得見込みの方
　※�看護師免許と併せて助産師免許を取得している
方及び令和２年４月までに取得見込みの方も募

集します。
■試験日時
　10月20日○日午前10時
■試験会場　
　荘内病院
■申込み受付
▷�９月２日○月～27日○金に、申込書を同院総務課へ
（郵送の場合、27日○金までの消印有効）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます
■試験案内・申込書等の交付
▷同院総務課及び市役所本所職員課で交付
▷�郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案内請
求」と朱書きし、140円分の切手を貼った返信用　
封筒（宛先を明記した角形２号封筒。折り畳んで　
もかまいません）、応募職種・連絡先のメモを同
封して、同院総務課（〒997‐8515市内泉町４‐
20）へ
▷�同院HP「職員募集」及び市HP「人事・職員採用」
からダウンロードすることもできます

■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6341

福
祉
・
年
金
・
医
療

民
生
委
員
児
童
委
員
委
嘱
の

お
知
ら
せ

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
櫛
引
地
区（
櫛
引
地
域
）…
成
田
恵
子（
主

任
児
童
委
員
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
に 

通
院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

▽
市
内
に
住

所
が
あ
り
、
腎
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障

害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る　

▽
人
工
透
析

療
法
を
受
け
る
た
め
に
交
通
機
関
（
自
家
用

車
含
む
）
を
利
用
し
て
通
院
し
て
い
る　

▽

本
人
及
び
同
居
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所
得

税
を
課
税
さ
れ
て
い
な
い　

▽
生
活
保
護
等

で
通
院
交
通
費
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い

■内
通
院
交
通
費
と
し
て
実
際
に
掛
か
っ
た
額

と
交
付
基
準
額
の
う
ち
、
低
い
方
の
額
を
助

成　

■申
９
月
30
日
○月
ま
で
申
請
書
、
通
院
報

告
書
、
領
収
書
（
タ
ク
シ
ー
等
を
利
用
し
た

方
の
み
）
を
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
6
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

10
月
に
開
始 

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

■対
老
齢
・
障
害
・
遺
族
の
各
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
で
、
所
得
が
一
定
以
下
の
方

■
届
出　

４
月
１
日
時
点
で
年
金
を
受
給
し

手
、
ベ
ン
チ
に
入
れ
な
か
っ
た
部
員
、
応
援

す
る
家
族
、
仲
間
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
チ

ー
ム
の
強
さ
と
な
る
。
昨
夏
出
場
の
羽
黒
高

校
の
応
援
は
、
宿
舎
を
訪
問
す
る
こ
と
も
検

討
し
た
が
、
日
程
が
合
わ
ず
断
念
。
遠
い
夢

だ
っ
た
甲
子
園
に
市
長
と
し
て
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
た
鶴
岡
東
高
校
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の

気
持
ち
で
一
杯
だ
。
山
形
県
沖
地
震
か
ら
の

復
旧
に
取
り
組
む
中
、
全
て
の
市
民
に
感
動

を
与
え
て
く
れ
た
試
合
だ
っ
た
。

　

８
月
８
日
の
深
夜
、
実
は
、
東
京
の
救
急

外
来
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
朝
ま
で
我
慢
し

よ
う
と
思
っ
た
の
だ
が
、
腹
痛
で
寝
ら
れ
ず
、

タ
ク
シ
ー
を
呼
び
病
院
に
向
か
っ
た
。
疲
れ

も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
甲
子
園
の
応

援
の
前
に
は
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
た
だ
だ
ち
ゃ

豆
の
売
り
込
み
、
森
林
境
界
明
確
化
と
地
籍

調
査
の
関
係
の
整
理
、
関
西
と
庄
内
を
結
ぶ

バ
ス
会
社
へ
の
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
慌
た
だ
し
か

っ
た
。
診
断
の
結
果
は
、
胃
や
腸
へ
の
感
染

に
よ
っ
て
腹
痛
が
起
こ
る
急
性
胃
腸
炎
。
自

然
に
良
く
な
る
も
の
だ
と
分
か
り
、
薬
を
処

方
し
て
も
ら
い
、
ほ
っ
と
し
て
ホ
テ
ル
に
戻

っ
た
。

　

８
月
10
日
は
結
婚
式
へ
。
乾
杯
の
発
声
の

際
、
前
日
の
甲
子
園
で
の
投
手
交
代
の
タ
イ

ミ
ン
グ
、
監
督
の
決
断
の
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
生
涯
の
伴
侶
と
な
る
結
婚
相
手
を

決
め
る
決
断
。
人
生
は
決
断
の
連
続
だ
。
山

形
県
沖
地
震
へ
の
対
応
の
際
に
も
様
々
な
決

断
を
迫
ら
れ
た
。
新
た
に
整
備
す
る
ご
み
焼

却
施
設
の
売
電
事
業
に
も
め
ど
が
つ
い
た
。

今
年
の
お
盆
休
み
は
次
に
備
え
て
少
し
休
も

う
、
そ
う
教
え
て
く
れ
た
の
も
憧
れ
の
甲
子

園
だ
っ
た
。



6

て
い
て
要
件
を
満
た
す
方
に
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
９
月
に
は
が
き
が
届
き
ま
す
。
４

月
２
日
以
降
に
新
規
で
年
金
を
受
給
さ
れ
る

方
は
、
請
求
と
併
せ
て
給
付
金
の
請
求
が
必

要
で
す　

■
支
払　

金
額
は
、
保
険
料
納
付

期
間
や
所
得
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
年
金

と
同
じ
日
に
、
年
金
と
同
じ
口
座
に
年
金
と

は
別
途
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
（
要
件
に
該
当

し
て
い
れ
ば
、
継
続
的
に
支
給
さ
れ
ま
す
）。

来
年
１
月
以
降
に
請
求
し
た
場
合
は
、
請
求

し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
払
と
な
り
ま
す

の
で
、
対
象
と
な
る
方
は
速
や
か
に
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い　

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23

‐
５
０
４
０
、
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１

１
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
支
援
医
療
証
の
有
効
期

限
に
つ
い
て

　

子
育
て
支
援
医
療
証
の
有
効
期
限
を
、
現

在
の
１
年
間
か
ら
、
中
学
3
年
生
の
年
度
末

ま
で
に
延
長
し
ま
す
。
９
月
が
誕
生
月
の
方

か
ら
、
順
次
延
長
し
た
医
療
証
を
お
送
り
し

ま
す
。

　

な
お
、
扶
養
者
の
所
得
確
認
や
加
入
情
報

（
住
所
、
氏
名
、
保
険
証
）
の
変
更
手
続
き

は
引
き
続
き
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

９
月
８
日
～
14
日
は「
救
急
医
療
週
間
」

救
急
医
療
機
関
の
適
正
受
診
に
つ
い
て

　

尊
い
命
を
救
う
救
急
医
療
が
、
適
切
・
迅

速
に
行
わ
れ
る
よ
う
、「
か
か
り
つ
け
医
」「
荘

で
き
る
「
地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
鶴
岡
市
で
対
象
と
な
る

税
金
は
、
法
人
市
民
税
と
個
人
住
民
税
（
特

別
徴
収
分
、
退
職
所
得
分
）
で
す
。
事
前
に

登
録
し
た
金
融
機
関
口
座
を
指
定
し
て
、
直

接
税
金
を
納
付
す
る
方
式
で
、
金
融
機
関
窓

口
等
に
出
掛
け
る
必
要
が
な
く
、
手
数
料
も

掛
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
エ
ル
タ
ッ
ク

ス
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
☎
０

５
７
０
‐
０
８
１
４
５
９
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
１
９

９
月
10
日
の「
下
水
道
の
日
」に

ち
な
ん
だ
作
品
展
示
・
投
票

■日
９
月
６
日
○金
～
23
日

○月　

■時
・
■場
上
下
水
道

部
…
平
日
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

水
道
資
料
館
…
午
前
10

時
～
午
後
４
時　

■内
下

水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
作
品
の
展

示
、
標
語
作
品
へ
の
投
票　

■問
同
部
下
水
道

課
☎
25
‐
５
８
６
０　

■他
同
課
及
び
鶴
岡
市

観
光
案
内
所
で
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
配
布

中
。
市
HP

９
月
は
「
オ
ゾ
ン
層
保
護
対

策
推
進
月
間
」

　

地
球
温
暖
化
防
止
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
の
た

め
、
フ
ロ
ン
類
の
回
収
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
等
フ
ロ
ン
類

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

内
病
院
な
ど
の
地
域
医
療
支
援
病
院
」「
休

日
夜
間
診
療
所
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
地
域
医
療
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

重
症
重
篤
患
者
が
安
心
し
て
救
急
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
救
急
受
診
に

つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
具
合
が
悪
い
と
き
は
、
夜
間
や
休
日
ま
で

我
慢
せ
ず
「
通
常
の
診
療
時
間
内
」
に
早
目

に
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
受
診
し
ま
し
ょ
う　

▽
夜
間
や
休
日
に
軽
症
で
の
受
診
の
際
は

「
休
日
夜
間
診
療
所
」
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
内
「
鶴
岡
地
区

救
急
医
療
対
策
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
３

６
１子

育
て
・
教
育

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
制
度 

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
け
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
安
定
と
経
済
的
自

立
を
助
け
、
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
促
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
貸
付
け
制
度
で
す
。

子
供
の
入
学
準
備
、
高
校
・
大
学
等
の
授
業

料
に
充
て
る
た
め
の
資
金
や
、
親
が
就
職
等

の
た
め
に
技
能
を
習
得
す
る
際
の
資
金
等
が

あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
定
の
収
入
が
あ
る
方
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
貸
付
け
に
は
審
査
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■対
母
子
・
父
子
福
祉
資
金
…
20
歳
未
満
の
子

供
を
扶
養
し
て
い
る
、
配
偶
者
の
い
な
い
方

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方　

寡
婦
福
祉

資
金
…
か
つ
て
母
子
家
庭
の
母
と
し
て
20
歳

未
満
の
子
供
を
扶
養
し
て
い
た
女
性
、
ま
た

は
配
偶
者
の
い
な
い
40
歳
以
上
の
女
性　

■申

本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

若
者
定
着
奨
学
金
返
還
支
援
事
業

（
市
町
村
連
携
枠
）
追
加
募
集

　

若
者
の
地
元
回
帰
・
定
着
を
促
進
す
る
た

め
、
県
と
市
が
連
携
し
、
対
象
者
の
奨
学
金

返
還
を
支
援
し
ま
す
。 

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
県
内
高
校

を
卒
業
し
、
大
学
等
に
在
学　

②
日
本
学
生

支
援
機
構
第
一
種
ま
た
は
第
二
種
奨
学
金
の

貸
与
を
受
け
て
い
る　

③
大
学
等
を
卒
業
後
、

６
か
月
以
内
に
市
内
に
居
住
・
就
業
し
3
年

間
継
続
す
る
見
込
み　

④
指
定
の
産
業
分
野

へ
就
職
を
希
望　

■
返
還
支
援
額　

奨
学
金

の
返
還
残
額
と
認
定
後
貸
与
を
受
け
た
月
数

に
２
万
６
、
０
０
０
円
を
乗
じ
た
額
の
う
ち
、

低
い
方
の
額　

■申
９
月
25
日
○水
ま
で
管
理
課

（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
１
へ　

■他
市

HP

税
・
生
活
・
そ
の
他

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
「
地
方
税
共
通

納
税
シ
ス
テ
ム
」
が
ス
タ
ー
ト

　

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
は
地
方
税
の
申
告
等
を
地

方
公
共
団
体
の
窓
口
に
出
向
く
こ
と
な
く
、

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
で
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
簡
単
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
10
月
か
ら
、
複
数

の
地
方
公
共
団
体
へ
一
括
し
て
電
子
納
税
が
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を
用
い
た
家
電
製
品
の
処
分
を
適
切
に
行
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
業
務
用
エ
ア
コ
ン
・
冷

凍
冷
蔵
庫
の
廃
棄
時
に
は
、
知
事
の
登
録
を

受
け
た
専
門
業
者
に
よ
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収

が
必
要
で
す
（
整
備
時
に
フ
ロ
ン
類
の
回
収

が
必
要
な
場
合
も
同
様
）。
地
球
環
境
に
優

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅
３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

美
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

稲
生
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

４
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅
２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

３
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

朝日
下
名
川
住
宅
木
造
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

２

名
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
木
造
２
階
建
２
階

・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

11
月
中
旬
以
降　

■申
９
月
２

日
○月
～
19
日
○木
に
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
朝
日
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

９
月
20
日
～
26
日
は「
動
物
愛
護
週
間
」で
す 

飼
う
前
も
、飼
っ
て
か
ら
も
考
え
よ
う

▽
飼
い
主
は
動
物
を
終
生

大
切
に
飼
い
、
正
し
い
知

識
と
責
任
を
持
っ
て
育
て

ま
し
ょ
う（
動
物
を
虐
待
・

遺
棄
す
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
）　

▽
繁
殖
を

望
ま
な
い
・
産
ま
れ
て
も
自
分
で
育
て
ら
れ

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

屋内多目的運動施設の基本設計がまとまりました
スポーツ振興

■問スポーツ課☎25‐8131

な
い
場
合
は
動
物
病
院
等
で
不
妊
・
去
勢
手

術
を
し
ま
し
ょ
う　

▽
毎
日
の
世
話
を
通
し

て
健
康
管
理
を
し
、
動
物
の
種
類
に
合
っ
た

快
適
な
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う　

▽
マ
ナ
ー

良
く
、
動
物
を
飼
っ
て
い
な
い
人
に
も
迷
惑

を
掛
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

ど
う
し
て
も
飼
え
な
い
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
庄
内
保
健
所
生
活
衛
生
課
☎
66
‐
４
７

４
８
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
新
し
い
飼
い
主

を
探
す
た
め
の
掲
示
板
も
設
け
て
い
ま
す
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

９
月
21
日
～
30
日
は 

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

日
没
が
早
ま
る
秋
以
降
は
、
夕
暮
れ
時
か

ら
夜
間
に
か
け
て
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
、
市
民
総
参
加
で
交
通
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
７
９

熊
の
出
没
に
注
意

　

秋
を
迎
え
る
と
、
熊
は
冬

眠
に
備
え
、
食
べ
物
を
求
め

て
活
発
に
行
動
し
ま
す
。
特

に
夕
方
と
早
朝
は
、
人
里
に

出
没
す
る
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。
山
や
山
際
の
農
地

に
出
掛
け
る
際
は
、
鈴
、
笛
、
ラ
ジ
オ
等
、

音
の
よ
く
出
る
も
の
を
携
帯
し
、
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
熊
は
蜂
蜜
が
好
物
な
の
で
、
蜂
の

巣
は
撤
去
し
ま
し
ょ
う
。
未
収
穫
の
野
菜
や

　通常は屋外で行うサッカー、テニス等の競技スポ
ーツから、子供やお年寄り等が行う軽スポーツまで
幅広く活用できる人工芝のフィールドがあります。
　競技力向上や、健康づくりを目的とする生涯スポ
ーツ推進の拠点施設です。
■特徴

▽天候に左右されない
　降雨時や冬期間などでも天候にかかわらず活動す
ることができます。

▽広いアリーナ
　テニスコートを４面、ゲートボールでは８面設置
することができる県内有数の広さです。２階には１
周220mのウォーキングコースを設ける予定です。

▽誰もが使いやすい
　１階は入口からアリーナまでが同一平面で、２階
にはエレベーターで移動できるバリアフリー構造に

なっています。
■整備スケジュール
　現在、より詳細な実施設計を作成中です。来年度
には工事に着手し、令和 3 年の降雪期前の供用開
始を目指します。
■施設概要

【延床面積】約5,350㎡
【配置計画】１階：人工芝アリーナ、
更衣室、器具庫、事務室等　
２階：ウォーキングコース、ホール

【実施可能種目】テニス（硬式、軟式）、
フットサル、ゲートボール、グラウ
ンドゴルフ、軟式野球、軽スポーツ
等

【駐車台数】約190台
※詳細は市HPをご覧ください。

外観イメージ アリーナイメージ

ＴＤＫ庄内
鶴岡工場

至善寳寺
ＪＲ羽越線

至白山

建
設
地
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黒
、
櫛
引
、
朝
日
、
温
海　

■問
情
報
企
画
課

統
計
調
査
事
務
室
☎
24
‐
６
０
７
７

消
費
税
率
改
正
等
に
伴
う
施
設

使
用
料
等
の
変
更
に
つ
い
て

　

10
月
１
日
○火
に
使
用
料
や
手
数
料
等
の
一

部
が
変
わ
る
主
な
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。
詳

細
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等　

各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
（
防
災
）
セ
ン
タ
ー
、農
村
セ
ン
タ
ー
、

西
郷
地
区
農
林
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域

活
動
セ
ン
タ
ー
、
羽
黒
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
大
網
地
区
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー　

■問

本
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
☎
内
線
１
２
０

▽
温
海
温
泉
林
業
セ
ン
タ
ー　

■問
温
海
庁
舎

産
業
建
設
課
☎
43
‐
４
６
１
６

▼
社
会
教
育
関
係
施
設
　

▽
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
東
田
川
文
化

記
念
館
、
櫛
引
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
大
鳥

自
然
の
家
、
旧
遠
藤
家
住
宅
、
温
海
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー　

■問
社
会
教
育
課
☎
57
‐
４
８

６
７

▽
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■問
同
館
☎
24
‐
５
１

８
８

▽
中
央
公
民
館
、
女
性
セ
ン
タ
ー　

■問
同
館

☎
25
‐
１
０
５
０

▼
保
健
・
衛
生
・
福
祉
施
設

▽
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）、

湯
野
浜
上
区
公
衆
浴
場
、
湯
野
浜
下
区
公
衆

浴
場　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

▽
ゆ
う
あ
い
プ
ラ
ザ
か
た
ぐ
る
ま　

■問
本
所

福
祉
課
☎
内
線
１
３
０

▽
高
齢
者
活
動
セ
ン
タ
ー　

■問
櫛
引
庁
舎
市

民
福
祉
課
☎
57
‐
２
１
１
６

果
物
等
は
、
熊
を
呼
び
寄
せ
る
餌
に
な
る
の

で
、
残
さ
ず
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。

　

熊
を
見
掛
け
た
場
合
は
、
刺
激
し
な
い
よ

う
に
そ
の
場
を
離
れ
、
本
所
農
政
課
☎
内
線

５
８
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

目
撃
し
た
場
所
が
民
家
に
近
い
場
合
は
、

警
察
署
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

キ
ノ
コ
採
り
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す 

キ
ノ
コ
採
り
の
事
故
に
注
意
!!

　

次
の
こ
と
を
守
り
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
一
人
で
出
掛
け
な
い　

▽
行
き
先
や
帰
る

時
間
、
連
絡
先
等
を
家
族
に
知
ら
せ
て
お
く　

▽
迷
っ
た
ら
歩
き
回
ら
な
い　

▽
携
帯
電
話
、

食
料
、
防
寒
具
を
持
つ　

▽
暗
く
な
る
前
に

帰
る　

▽
熊
に
注
意
す
る

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
６
２

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
で
地
震
に
よ
る

電
気
火
災
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

東
日
本
大
震
災
で
原
因
が
特
定
さ
れ
た
火

災
の
う
ち
、
約
６
割
が
電
気
に
よ
る
出
火
で

す
。
電
気
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
は
ブ
レ
ー
カ

ー
を
落
と
し
、
電
気
の
供
給
を
遮
断
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
し
か
し
、
地
震
発
生
時
に

外
出
中
だ
っ
た
り
、
慌
て
た
り
し
て
ブ
レ
ー

カ
ー
を
落
と
せ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
地
震
の
揺
れ
を
感
知

し
、
自
動
的
に
電
気
の
供
給
を
遮
断
し
ま
す
。

地
震
に
よ
る
火
災
被
害
を
予
防
す
る
た
め
に
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２　

■他

市
HP秋

の
収
穫
作
業
中
の
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
は
秋
季
農

作
業
事
故
防
止
強
化
月
間
で
す
。
次
の
こ
と

に
留
意
し
、
農
作
業
事
故
の
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
万
が
一
に
備
え
、
労
災
保

険
や
任
意
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

▽
作
業
前
に
安
全
確
認
、
環
境
整
備
を　

▽

作
業
に
適
し
た
服
装
で　

▽
点
検
整
備
は
エ

ン
ジ
ン
を
止
め
て　

▽
計
画
的
な
作
業
で
、

適
度
な
休
憩
を　

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
９
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

水
環
境
を
守
る
た
め
に
浄
化
槽
の

法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
を
お
持
ち
の
方（
浄
化
槽
管
理
者
）

は
、
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
や
浄
化
槽
清
掃

許
可
業
者
に
よ
る
保
守
点
検
や
清
掃
と
は
別

に
、
県
の
指
定
検
査
機
関
（
山
形
県
水
質
保

全
協
会
☎
０
２
３
７
‐
48
‐
２
４
６
９
）
に

よ
る
年
１
回
の
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０

令
和
２
年
鶴
岡
市
成
人
式
の

開
催
に
つ
い
て

　

対
象
者
に
は
11
月
下
旬
に
案
内
を
送
付
し

ま
す
。

■日
来
年
1
月
12
日
○日
午
後
1
時
30
分　

■場
荘

銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■対
平
成
11
年
４
月
2
日
～

12
年
４
月
1
日
生
ま
れ
の
方　

■問
社
会
教
育

課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
6

Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
ま
す

　

聴
覚
や
言
語
・
音
声
等
に
機
能
障
害
の
あ

る
方
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
１
１
９
番
通
報
で
き
る

シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

■
開
始
予
定
日　

10
月
１
日
○火　

■対
市
内
・

三
川
町
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
の
、
聴

覚
や
言
語
・
音
声
等
に
機
能
障
害
が
あ
る
方

■問
消
防
署
通
信
指
令
課
☎
22
‐
８
３
２
１

■他
要
事
前
登
録
。
市
HP

１
１
９
番
通
報
等
の
多
言
語
通

訳
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す

　

外
国
人
観
光
客
な
ど
日
本
語
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
な
方
か
ら
の
１
１
９

番
通
報
に
、
民
間
電
話
通
訳
セ
ン
タ
ー
と
の

３
者
通
話
で
、
24
時
間
３
６
５
日
対
応
す
る

同
時
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

■
開
始
予
定
日　

10
月
１
日
○火　

■
対
応
言

語　

英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
等　

■問
消
防
署
通
信
指

令
課
☎
22
‐
８
３
２
１　

■他
市
HP

経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査

（
第
３
期
）
に
ご
協
力
を

　

同
調
査
は
調
査
員
が
全
国
全
て
の
事
業
所

の
活
動
状
況
を
実
地
に
確
認
し
、
新
た
に
把

握
し
た
事
業
所
な
ど
、
一
部
の
事
業
所
に
は

調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。
調
査
へ
の
ご
理
解

・
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

■日
10
月
～
11
月　

■
該
当
地
区　

藤
島
、
羽

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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務
企
画
課
☎
57
‐
２
１
１
１

▽
ほ
の
か
た
ら
の
き
だ
い　

■問
櫛
引
庁
舎
産

業
建
設
課
☎
57
‐
２
１
１
５

▽
あ
さ
ひ
家
族
キ
ャ
ン
プ
村
　
■問
朝
日
庁
舎

産
業
建
設
課
☎
53
‐
２
１
２
０

▼
産
業
支
援
・
勤
労
者
施
設

▽
先
端
研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■問
本
所

政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
４　

▽
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
者
会
館

■問
本
所
商
工
課
☎
内
線
５
９
１

▽
藤
島
エ
コ
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー　

■問
藤
島
庁

舎
エ
コ
タ
ウ
ン
室
☎
64
‐
５
８
０
３

▼
国
際
交
流
・
自
然
学
習
・
公
園
施
設
等

▽
出
羽
庄
内
国
際
村　

■問
食
文
化
創
造
都
市

推
進
課
国
際
事
務
室
☎
24
‐
１
１
８
１

▽
自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ　

■問
本
所
環

境
課
☎
内
線
７
２
０

▽
櫛
引
総
合
運
動
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ
・
イ

ベ
ン
ト
広
場　

■問
本
所
都
市
計
画
課
☎
内
線

４
５
９

▽
駅
前
再
開
発
ビ
ル
駐
車
場
、
自
転
車
駐
車

場　

■問
本
所
都
市
計
画
課
☎
内
線
４
６
３

▽
櫛
引
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア　

■問
櫛
引
庁
舎

産
業
建
設
課
☎
57
‐
２
１
１
５

▽
ご
み
焼
却
施
設
・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６
７
７

▼
医
療
機
関

▽
荘
内
病
院　

■問
荘
内
病
院
医
事
課
☎
26
‐

５
１
１
１

▽
湯
田
川
温
泉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院　

■問
荘
内
病
院
総
務
課
☎
26
‐
５
１
１
１

▽
国
民
健
康
保
険
上
田
沢
診
療
所
、
大
網
診

療
所　

■問
朝
日
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
53
‐
２

１
１
４

▽
各
体
育
施
設
（
温
海
湯
見
ヶ
代
運
動
場
を

除
く
）、
学
校
屋
外
運
動
場
照
明
施
設
、
藤

島
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー　

■問
ス
ポ
ー
ツ

課
☎
25
‐
８
１
３
１

▽
赤
川
市
民
ゴ
ル
フ
場　

■問
本
所
都
市
計
画

▽
藤
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

■問
藤
島
庁
舎

市
民
福
祉
課
☎
64
‐
５
８
０
６

▽
健
康
の
里
ふ
っ
く
ら　

■問
朝
日
庁
舎
市
民

福
祉
課
☎
53
‐
２
１
１
５

▼
ス
ポ
ー
ツ
施
設　

課
☎
内
線
４
５
９

▼
レ
ジ
ャ
ー
・
観
光
施
設
　

▽
い
で
は
文
化
記
念
館
、
創
造
の
森
交
流
館　

■問
羽
黒
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
26
‐
８
７
７
６

▽
黒
川
能
の
里
王
祇
会
館　

■問
櫛
引
庁
舎
総

370
高齢者等外出支援事業

バス定期券購入の負担金を改正します
高齢者等の外出支援

　消費税率改正に伴い庄内交通㈱では10月１日からのバス運賃改正を申請しています。
これを受け70歳以上の方と自動車免許を返納された方を対象とした高齢者等外出支援事
業による定期券購入の自己負担額を次のとおり改正します。

■問本所地域振興課内「鶴岡市地域公共交通活性化協議会」事務局☎内線522
　　　　　　　　または庄内交通㈱☎22‐2600へ

長沼温泉ぽっぽの湯、やまぶし温泉ゆぽか、くしびき温泉ゆ～Town

入浴料改正・３施設合同イベントのお知らせ
日帰り温泉

　消費税率改正に伴い10月１日から入浴料を次のとおり改正します。

☆ ９月30日まで購入した回数券等は、10月１日以降も改正後入浴料との差額を支払わな
くても利用できます。各施設でお買い求めください。

　　�■問本所観光物産課☎内線548または長沼温泉ぽっぽの湯☎64‐4126、
　やまぶし温泉ゆぽか☎62‐4855、くしびき温泉ゆ～Town☎57‐4313

【改正前】
券　種 販売金額 自己負担額
１か月券 1万円 2,500円
３か月券 2万7,000円 7,500円
６か月券 5万4,000円 1万5,000円
12か月券 10万8,000円 3万円

【改正後】
販売金額※ 自己負担額
1万370円 2,550円
2万8,000円 7,650円
5万6,000円 1万5,300円
11万2,000円 3万600円

※ 予定額。▼

【改正前】

券　種
入浴料

　大人※１ 小学生

１回券
個人 430円 210円
団体※２ 360円 170円

回数券
11回券 4,300円 2,100円
24回券 8,600円 4,200円

１か月券 9,600円 4,700円

【改正後】
入浴料

　大人※１ 小学生
450円 220円
370円 180円
4,500円 2,200円
9,000円 4,400円
1万円 4,900円

※１  入湯税を含む。　※２  大人と小学生を合わせて25人以上。

▼

３施設合同イベント　スタンプラリーを開催！
３施設を巡った方には記念品をプレゼントします。
この機会に特色豊かな日帰り温泉３施設を楽しんでみませんか。
■日10月１日○火～31日○木
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